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発行：2024 年 11 月 14 日 

会 議 議 事 録 

会議名 2024 年度第 2回 

東京工科自動車大学校三校 

教育課程編成委員会 

専門学校 東京工科自動車大学校 

専門学校 東京工科自動車大学校世田谷校 

専門学校 東京工科自動車大学校品川校 

開催日時 ２０２４年１０月４日 (金)  １５：００ ～ １７：００ 

会場 専門学校東京テクニカルカレッジ（姉妹校） 

 テラホール（B1） 
参 加 者 

 

委員 15名 【出席者 15 名】 

◇1 級教育課程分科会 

・佐藤 康夫 (全体会議長、1 級分科会議長) 

・園田 幸祐   ・井上 真一   ・伏見 一洋   ・在田 泰彦 

・宮谷 真樹   ・八重尾 聡洋 ・吉岡 晃（書記） 

 

◇2 級教育課程分科会 

・澁谷 健（2 級分科会議長）   ・松村 道隆    ・国分 秀貴 

・山岸 幸弘   ・清 宏一郎  ・柴田 篤始    ・森本 隆則 

・橋本 望     ・奥山 美都留 ・佐藤 岳人（書記） 

 

【欠席者 5 名】 

・保田 正義   ・蓬田 誠    ・髙橋 拓也 

事務局 2名 ・村山 健  ・田中 健司 (全体会書記) 

全体会 

配布資料 

 

 

 

 

 

委員長挨拶 

 

 

 

 

 

2024 年度教育活

動の進捗報告に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

――――――――――― 全体会 ―――――――――――― 

<配布資料> 

・議事次第 

・資料A・・・全体会説明資料 (パワーポイント) 

・資料B・・・前回議事録 

・JAMCAニュース（No.122 2024年7月1日号） 

 

定刻通り、村山部長の挨拶のもと開式された。村山部長より本日のスケジュール、全体会・分

科会の会場について説明があり、その後、佐藤委員長を紹介し全体会がスタートした。 

 

冒頭、佐藤委員長より学園に対し多岐にわたり協力を賜っていることについて、また本日の 

教育課程編成委員会の出席について委員の方に対し謝辞が述べられた。 

 

１） 就職内定状況について 

9月下旬の数値として中野校91%、世田谷校100%、品川校85%と順調に推移していること 

を報告された。 

２） 履修状況について 

出席率にいて・・・自動車系の学校は高い出席率を保っているが、例年と変わらず安定し

た数値で推移していることを報告された。中野校95.8%世田谷校97%、品川校95.2% 

退学率について・・・学園としての年度目標を5%以内と定めているが、現在は１%代と順調

に推移している。これから年度末に向けて変化があると思うが5%以内を目指し努力してい

く。と説明された。 
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2024 年度教育活

動の進捗報告に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回議事録 

の確認 

 

 

 

 

 

 

 

３） 今後の予定 

１０月２６日（土）に中野校、世田谷校、品川校にて学園祭を実施する。 

コロナ前は２日間開催であったがその後見直し１日開催での実施となる。土曜日の開催

で無理には言えないが可能であれば参加頂きたいと、委員の方にお願いされた。 

 

４） 長野実習代替授業 

長野研修所の閉鎖に伴い、外部実習については代替授業として２輪実習、大型実習とい

う形で企業の皆様に多大な協力をいただいている事を報告された。 

また、２級分科会に於いて議論していただけるようにお願いされた。 

 

５） 主な企業連携教育 

今年度実施されたもの、今後予定している連携授業について紹介され、協力いただいて

いる企業様に謝辞を述べられた。 

・マツダセミナー（関東マツダ様）   

・電気装置の基本作業実習（埼玉ダイハツ販売様） 

・日産EV研修会（日産販売会社グループ様） 

・バイクの整備実習、電動バイク走行実習（バイク王&カンパニー様） 

・技術体験実習（神奈川トヨタ自動車様） 

・大型車両研修、いすゞメカニズム学習会（いすゞ首都圏様） 

・大型車両研修（南関東日野自動車様） 

  

６） その他 

・二級自動車整備士改訂新教科書について 

２級ガソリン、２級ディーゼル試験が２級総合に１本化され教科書も分冊されたていたが、

一冊に圧縮され内容も変わってきている。２級分科会において、この辺について議論しご

意見をいただきたいとお願いされた。 

また、サンプルの教科書を委員の皆さんに開示された。 

 

    ・学校教育法の改正について 

     JAMCAニュースの佐藤委員長が手掛けた記事を元に改正の内容について説明された。 

     主な改正について 

      ・入学資格を大学と入学資格と同様の規定とする 

      ・在籍者の呼称を「生徒」から「学生」に改める 

      ・学習時間に関する基準を大学と同様に「単位数」により定めることができるようにする 

      ・「特定専門課程」を置く専修学校には「専攻科」を置くことができることとする 

      ・「特定専門課程」終了者すべてについて大学編入資格を認め、専門士を称する 

      ・自己点検評価を義務付けるとともに、外部の意見を有する者による評価を受ける努 

力義務を定める 

 

村山部長より、前回議事録について確認がなされた。 

また、本学園のホームページにも過去の議事録が掲載されていることを説明し、今回の 

議事録に於いても、準備ができ次第掲載させて頂く事を説明された。 
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分科会 

議長・書記の選出 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議風景 

 

 

 

1級分科会 

議長：佐藤委員長   書記：吉岡委員 

議題：1級カリキュラムの高度化について 

（1級課程におけるCASEカリキュラム導入について） 

 

２級分科会 

議長：澁谷委員    書記：佐藤（岳）委員 

議題：・教科書改訂に伴う三校自動車整備科の新科目配置案について 

・今後の校外研修（旧 長野実習）の内容について 
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一級分科会 

 

配布資料 

 

 

 

 

 

 

協議事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

――――――――――― １級教育課程分科会 ―――――――――――― 

 

＜配布資料＞ 

●令和６年６月７日実施第1回１級教育課程分科会議事録資料 

●令和６年度検討事項資料（１級カリキュラムの高度化について） 

①東京工科自動車大学校（１級課程）ＣＡＳＥ技術に基づく自動車整備教育 

 科目名：ＣＡＳＥ技術入門 コマシラバス【案】 

 

 

１． 協議内容について及び参照資料についての説明 

 

（佐藤議長） 

第１回１級教育課程分科会議事録資料を基に、協議内容の振り返りと、ＣＡＳＥ技術に基づ

く高度教育に関しての説明が佐藤議長からなされ、今回も前回と同様、委員の皆様のお知

恵とご意見を頂戴しながら、新たなカリキュラム構築のため、お力をお貸しいただいたいと

挨拶を述べられ、分科会がスタートした。 

 

 

（園田副議長） 

今回、新たに作成したＣＡＳＥカリキュラムのシラバス【案】を基に、具体的な授業内容の説

明が園田副議長からなされ、各委員の皆様に忌憚のないご意見をいただきたいと挨拶が

述べられた。 

 

※説明内容については、以下の通り 

 

 

●シラバス（ＣＡＳＥ技術に基づく自動車整備教育） 

●科目名：ＣＡＳＥ技術入門 

１． 授業概要 

２． 学習目標 

３． 授業内容の概要 

４． コマシラバス【案】（全１５回）  

第１回：ＣＡＳＥ技術の概要   

第２回：コネクテッド技術の基礎 

第３回：コネクテッド技術の応用  

第４回：自動運転技術の基礎 

第５回：自動運転技術の応用 

第６回：シェアリングサービスとモビリティ 

第７回：ＥＶ・ＰＨＥＶの基礎 

第８回：ＥＶ・ＰＨＥＶの応用 

第９回：自動運転の体験実習 

第10回：コネクテッド技術の実習 

第11回：シェアリングサービスの運用と整備 

第12回：ＣＡＳＥ技術における故障診断 

第13回：最新の整備技術の体験実習 

第14回：総復習と事例分析 

第15回：履修判定試験 

 

 

２． ＣＡＳＥカリキュラムシラバス【案】についての質問及び意見 

 

（佐藤議長） 

園田副議長からカリキュラムについて、一通りの内容説明がなされたが、授業概要・科目

名・授業概要などについて質問並びにご意見をいただきたい。 
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（学外委員１） 

ＣＡＳＥ技術のカリキュラムに関して、かなり細かい内容になっているようだが、現状、このカ

リキュラムの時間が取れる環境が整っているのか。また、カリキュラムの内容はどの程度の

ボリュームになるか。 

 

 

  （園田副議長） 

  カリキュラムにおける内容やその時間配分については、未知な部分が多く、この部分に関し

ては、皆様のご意見を頂戴しながら最終的に判断していきたいと思う。 

  カリキュラムを行う環境については、勿論、学内の教材では不十分なため、各企業様のご協

力が不可欠となる。 

  例えば、コネクテッド技術や、各サービス拠点におけるライドシェアに関する整備について、各

社取り扱いがあるかと思うが、ライドシェアの概要や整備する上での注意など、そのような

部分をカリキュラムに落とし込めればと考えている。 

 

（学外委員１） 

コネクテッド技術について、見せる事や体感してもらうことは可能だが、各メーカーによって、

それぞれ特色や異なる部分があり、かなり深い部分まで知る必要がある。「どこまで・どの

ように・どのレベルまで行うのか」の線引きが難しいのでは。 

ライドシェアに関する整備については、それを扱っているという感覚は整備側からはあまり

感じない。ライドシェアに関しては、車両整備などの物理的な面より、それらを構築している

システムに委ねられている部分が多いからだと考えている。 

 

（学外委員２） 

ＣＡＳＥについての知識は必要だと考えるが、総合的な部分で押さえるのか、各メーカー独

自の違いを伝えるのか、内容を絞る必要があるのではないか。 

実際の車両で体験をし、その体験による経験値を積むなど、システムを理解する上でそうい

った部分が必要だと考える。また、当社では、学生を対象とした自動運転の体験型学習を

行っている。（実際の高速道路上での自動運転体験など） 

 

（学外委員３） 

体験型が必要ではないか？まずは総合的な知識を身に付けることが重要。各メーカーの車

両を持ち寄り、違いを知ることも重要なのでは。 

 

（学外委員４） 

コマシラバスの内容の実習項目について、内容が重複する部分が多いのではないか。ま

た、シェアカーについて、運用面と仕組みについては分けて考えてはどうか。 

実際に体験すると、実際の動きや働きがよく分かる。実際の整備の現場では、体験できる

環境が少ないため、学生のうちに体験することは大切だと考える。 

 

（学外委員１） 

ＣＡＳＥについて、深い知識の構築よりも、「何故それが必要なのか」「そのためにどのように

システムを構築しているか」など、各社それぞれの異なる技術を分かってもらうことの方が

大事ではないか。その方がより印象深くＣＡＳＥの内容を理解できると考える。 

 

（園田副議長） 

当校では、先進安全自動車に搭載されているＬｉＥＡＲ（ライダー）センサを実際に用いて、周

辺環境のスキャンデータをＰＣアプリ上に投影し体験する授業を取り入れている。その際、

難しい説明よりも、実際に学生自らアプリ上のデータに触れて体感することが、システムの

基本的な概念を理解しやすいという印象を受ける。 

何より学生が、毎回楽しそうに授業に取り組む姿が印象的である。 

 

  （学内委員 井上） 

  自動車のシステムについて、できる限り体験をさせることが必要。 

体験がキーワード。例えば、新技術教科書のＶＳＣＳの項目のヨーやモーメントなど、実際に
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会議風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車両を運転して体感しないと理解できない部分が多い。体験をすることで強く印象付けるこ

とができる。 

ＣＡＳＥカリキュラムについては、各メーカーそれぞれの体験ができる内容を盛り込んではど

うか。就職前の予備知識として必要だと考える。 

 

（学内委員 吉岡） 

知識を身に付ける上で、意味付けは重要だと考える。なぜそれを行わなければならないの

か。そのために日々の学習では何を理解し、何をする必要があるのかなど。 

学生自ら感じられる授業展開を行っていきたい。 

 

（学外委員１） 

なぜ必要なのかを理解して入社してきた学生の強みとして、物事の考え方や、仕事の組み

立て方が違う。そういう人財はとても貴重な存在。 

 

 

（学内委員 井上） 

最新技術の学習を構築する上で、教員は予備知識が少ないため、各企業の皆様にご協力

いただければありがたい。（教職員向け研修実施など） 

 

３．新カリキュラムに必要な要素 

 

（佐藤議長） 

１級の特徴は何なのか。１級の存在意義は何なのか。１級課程の学びに魅力が必要だと考

える。今回のＣＡＳＥ技術に基づく自動車整備教育シラバス【案】は、その中での提案。しか

しながら、今回の内容についてはもう少し整理が必要。 

今回、皆様からのご意見をいただいた上でまとめるのであれば、内容については、基本的

な概念を理解することに留め、シラバス内の実習作業については、各メーカーの体験を通じ

て、さらなる内容理解と印象付けが必要ということが、現時点での結論となる。 

各企業の皆様には、学生対象として行っていただける体験があれば、是非ご検討いただき

たい。 

 

４．今後の方向性まとめ 

 

 佐藤議長より、ＣＡＳＥ技術に基づく自動車整備教育については、次年度も継続審議とし、２級

新教科書（総合）の新カリキュラムとの兼ね合いの含め、引き続き皆様のお知恵を頂戴しなが

ら、カリキュラム構築の検討をしていくためのご協力のお願いと、各企業様への日頃のご愛顧

のお礼が述べられ閉会となった。 
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二級分科会 

 

 

 

 

 

配布資料 

 

 

 

協議事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議風景 

 

――――――――――― 二級教育課程分科会 ―――――――――――― 

 

議事内容 

1.教科書改訂に伴う三校自動車整備科の新科目配置案について（継続報告） 

２．今後の校外研修(旧 長野実習)の内容について 

 

 

＜配布資料＞ 

履修科目改訂について 

 

 

1.教科書改訂に伴う三校自動車整備科の新科目配置案について（経過報告） 

①二級教科書の改訂内容 

・二級整備士資格が「二級総合」に統合。これに伴い教科書もディーゼル、ガソリン、シャシ、二

輪の４分冊であったものが1冊に統合された 

・新たにASV（高度運転支援システム）や製図が教科書に追加されている 

 

②科目配置案 

東京工科自動車大学校の自動車整備科3校共通の新科目配置案が提示された。 

ハイブリッド車や電気自動車の取り扱い、エアコンガスの充填ほか、企業委員からの要望を反

映して授業内容に追加された。これにより学生の実務能力が強化される見込み。また時間数

は学校教育法の改正に伴う単位制にも対応できる様配慮している。 

 

③履修判定試験の改善 

またこの機会に履修判定試験に共通問題を導入し、成績分析にはSP分析やヒストグラフ分析

を活用することで、PDCAサイクルを回し、授業の質向上を図る。 

 

２．今後の校外研修(旧 長野実習)の内容について 

議長より、科目再構成に伴い長野教育センターで実施していた「電動バイク走行実験」およ

び「大型車両実習」は一旦テーマを外し、企業様の協力を得ながら技術講習や職業選択の

機会を提供し、学生の技術向上や人間性の向上を目指すための技術研修が行えるかどうか

の呼びかけを委員に行い意見交換を行なった。受け入れ人数や費用面で調整が必要である

が概ね前向きな反応が得られた。今後引き続き検討を行う事とした。 

 

３．その他 

今年度末で委員の期間満了(2年)となる。これまでの委員各位へのご協力への感謝と、引き

続き委員を継続して頂きたい旨を議長より伝え、散会となった。 

 

     

 


